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1月末現在の会員数567人
（男性350人・女性217人）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる

共 働 一緒になって働き

共 助 お互いに助け合う

「 セ ン タ ー の 発 展 と 安 全 」 祈 願
上 原秀雄 理事長 らが 令和新 年の抱 負

令
和
最
初
の
ハ
チ
ウ
ク
シ
ー
と

な
っ
た
１
月
６
日
、
セ
ン
タ
ー
事

務
所
前
で
午
前
９
時
か
ら
安
全
祈

願
祭
を
開
催
。
上
原
秀
雄
理
事
長

や
浜
比
嘉
宗
明
副
理
事
長
ら
役
職

員
を
は
じ
め
地
区
長
、
班
長
な
ど

多
数
の
会
員
が
出
席
し
、
セ
ン
タ
ー

の
発
展
と
安
全
を
祈
願
し
た
。

上
原
理
事
長
は
「
令
和
の
新
し

い
年
を
迎
え
、
就
労
現
場
に
お
い

て
会
員
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
事
故

の
な
い
年
に
な
る
よ
う
祈
願
い
た

し
ま
す
。
健
康
管
理
に
も
気
を
つ

け
て
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
し
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
願

い
す
る
と
と
も
に
年
頭
の
挨
拶
と

抱
負
を
述
べ
た
。

続
い
て
、
浜
比
嘉
副
理
事
長
は

「
会
員
皆
さ
ん
に
は
、
穏
や
か
な

良
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
益
々
の
健
康
を
願
い

な
が
ら
役
職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
、

安
全
就
業
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。



（第１５４号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成２年２月５日（２)

下校時安全パトロール参加者数累計
（平成31年4月～令和元年 12月）

美東・東
中校地区

コ ザ
中校地区

山 内

中校地区

安慶田
中校地区

越来・宮里
中校地区

美 里
中校地区

「
声
掛
け
」
被
害
９
件
発
生

積
極
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
参
加
を

小学 校名
参加人数累計

（人）
前年比

声 か け
発生件数

美 原 ０

美 里 １

北 美 ０

中校地区計 １

安慶田 67 ▲33 ０

室 川 29 ▲37 ０

中校地区計 96 ▲70 ０

比屋根 ０

高 原 ０

美 東 ０

泡 瀬 ３

中校地区計 ３

山 内 85 ▲29 １

島 袋 60 47 １

中校地区計 145 18 ２

越 来 0 0 ０

宮 里 48 10 ２

中校地区計 48 10 ２

諸 見 ０

コ ザ １

中の町 ０

中校地区計 １

地 区 合 計 ２８９ ▲42 ９件

沖
縄
県
警
が
平
成
25
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
ゆ

い
ま
ー
る
活
動
」
が
犯
罪
の
未
然
防
止
な
ど
学
校
周

辺
の
治
安
向
上
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
沖
縄
警
察

署
生
活
安
全
課
に
よ
る
と
、
昨
年
一
年
間
に
沖
縄
市

内
で
起
き
た
児
童
を
対
象
と
し
た
前
兆
事
案
（
声
掛

け
）
発
生
状
況
は
前
年
よ
り
５
件
減
少
し
た
も
の
の
、

９
件
起
き
た
と
い
う
＝
（
左
表
）

発
生
状
況
を
時
間
帯
で
み
る
と
午
前
７
時
～
10
時
、

午
後
３
時
～
７
時
の
間
に
頻
発
し
て
お
り
、
特
に

帰
宅
時
に
多
い
。
発
生
場
所
は
学
校
周
辺
や
住
宅
街

が
多
く
、
主
な
事
案
内
容
は
「
家
は
ど
こ
？

送
っ

て
い
く
よ
」
「
ど
こ
か
い
い
と
こ
ろ
い
こ
う
よ
」

「
家
ま
で
送
る
よ
」
な
ど
の
決
ま
り
文
句
が
目
立
つ
。

当
セ
ン
タ
ー
各
地
区
の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
も
沖
縄
警
察
署
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
支
援
要
員
と

連
携
し
て
児
童
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
。
児
童
を

事
件
・
事
故
か
ら
守
る
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
安

心
と
安
全
感
の
向
上
に
繋
が
り
、
明
る
い
社
会
と
地

域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か

し
、
昨
年
は
参
加
者
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
の
で
今

年
は
多
く
の
会
員
が
参
加
す
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

第
10
回

理
事
会

配
分
金
は
微
増
・
契
約
金
額

は
微
減

ー
12
月
実
績
ー

第
10
回
理
事
会
が
１
月
24
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
は
、

５
人
（
男
性
５
人
・
女
性
０
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ

の
結
果
１
月
24
日
現
在
の
会
員
数
は
５
６
７
人
（
女

性
２
１
７
人
・
男
性
３
５
０
人
）
と
な
っ
た
。
な
お
、

12
月
の
退
会
者
は
５
人
。

議
案
第
２
号
「
公
益
社
団
法
人
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
の
就
業
に
関
す
る
規
則
の

一
部
変
更
」
に
つ
い
て
は
、
公
益
社
団
法
人
沖
縄
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
定
款
第
32
条
第
１
項
第
３

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

令
和
元
年
12
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
５
６

２
人
で
48
人
の
減
（
▲
８
％
）
、
就
業
実
人
員
３
２

８
人
で
22
人
の
減
（
▲
６
％
）
、
就
業
延
人
員
３
７

６
４
人
で
47
人
の
減
（
▲
１
％
）
、
配
分
金
約
１
８

６
４
万
円
で
約
11
万
円
の
微
増
（
0.6
％
）
、
契
約
金

額
約
２
３
２
０
万
円
で
約
15
万
円
の
微
減
（
▲
0.6
％
）

と
な
っ
た
。

（
い
ず
れ
も
対
前
年
同
月
比
）

◎
「
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
へ
の
参
加
に
つ
い
て

各
中
校
地
区
で
実
施
し
て
い
る
「
下
校
時
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
参
加
会
員
が
激
減
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
会
員
の
活
動
を
内
外
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
重
要
な
取
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
会
員
の
参
加
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

※報告があった地区について集計



（３）令和２年２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１５４号）

女性部会（石原優子部会長）

は１月11日「人生がコロッと楽

しくなる三つの術」をテーマに

した新春講演会をゆんたくまちやで開催し、シルバー女性会員や地域の女性ら31人が詰

めかけた。講師は「ヒーリングライター（癒す事や心身回復する事に関して文章等を書く人）」

という肩書で、各方面で講演活動している米盛智恵子氏。当て字の世界ということば遊

びを駆使した米盛講師のユーモアあふれる講話は参加者を魅了。人生がコロッと楽しく

なる三つの術、その極意は「快話の術」「脳転喜の術」「出愛

の術」であると米盛氏は説いた。

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
情
報

第
36
回
「
沖
縄
市
福
祉
ま
つ
り
」
（
沖
縄
市
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
）
が
12
月
22
日
、
沖
縄
県
総
合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
美
里
公
園
か
ら
新
た
な
会
場
に
移
し
て
の
開
催
。
当

セ
ン
タ
ー
も
ブ
ー
ス
を
構
え
、
弁
当
班
に
よ
る
手
づ
く
り
の
佃
煮

や
ふ
り
か
け
、
サ
ー
タ
ー
ア
ン
ダ
ギ
ー
な
ど
を
販
売
、
好
評
を
博

し
て
い
た
。
ま
た
、
各
種
広
報
チ
ラ
シ
配
布
の
ほ
か
、
会
員
の
小

物
、
バ
ッ
グ
な
ど
手
工
芸
作
品
の
展
示
も
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
事
業

の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。
浜
比
嘉
宗
明
副
理
事
長
も
駆
け
付
け
、
会
場

内
で
広
報
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
シ
ル
バ
ー
入
会
を
呼
び
掛
け
た
。

会 場 を 新 た に し て 大 盛 況
沖 縄 市 福 祉 ま つ り

いい話が聞けて良かっタネと…



美
里
中
校
地
区
（
金
城
吉
信
地

区
長
）
は
12
月
21
日
、
カ
ラ
オ
ケ

ス
タ
ジ
オ
「
ス
タ
ー
誕
生
」
で
地
区
会

員
８
人
が
参
加
し
て
忘
年
会
を
開
催
。

同
中
校
地
区
の
上
原
秀
雄
理
事
長
も
駆

け
付
け
、
ゆ
く
年
を
語
り
合
い
な
が
ら
、

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

（第１５４号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 令和２年２月５日（４)

令和元年の忘年会 年を忘れゆく年を語り合う

美
里
中
校
地
区

地区
活動

金
城
吉
信
地
区
長

挨
拶
の
後

は
演
歌
「
山
」
を
熱
唱

1
月
19
日
、
だ
い
こ
ん
の
花
美
里

店
で
行
わ
れ
た
越
来
・

宮
里
中

校
地
区
（
八
幡
勝
地
区
長
）
の
新

年
会
に
は
15
人
が
参
加
。
参
加
会

員
の
自
己
紹
介
と
新
年
の
抱
負
な

ど
を
語
り
な
が
ら
、
終
始
和
や
か

な
新
年
会
と
な
っ
た
。

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

八幡勝地区長 新年の挨拶銘苅朝弘前地区長 乾杯の音頭

新
入

会

員

紹
介

１
月
24
日
付
で
５
人
（
男
性
５
人
・
女
性
０

人
）
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

記
原

功

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

伊
佐

義
一

（
安
慶
田
中
校
地
区
）

伊
佐

眞
光

（
山
内
中
校
地
区
）

山
里

満

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

大
屋

辰
雄

（
美
里
中
校
地
区
）

恒例の道路清掃活動に参加を！
おきなわマラソン大会終了後に

第
28
回
「
２
０
２
０
お
き
な
わ
マ

ラ
ソ
ン
」
が
２
月
16
日
（
日
）
、
開

催
さ
れ
ま
す
。
大
会
終
了
後
、
山
内

中
校
地
区
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
清

掃
活
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の

会
員
の
参
加
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
実

施

日

令
和
２
年
２
月
16
日
（
日
）

・
集
合
時
刻
と
場
所

午
後
12
時
30
分
集
合

山
内
中
学
校
駐
車
場
入
口

・
実
施
区
間

も
も
や
ま
通
り

（
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
パ
チ
ン
コ
～

球
陽
高
校
前
）

・
準
備
用
具

手
袋
、
ご
み
取
ハ
サ
ミ

令和初の新年 会 和やかに新年の誓いと抱負



（５）令和２年２月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１５４号）

年末の恒例行事となった
草刈班による草刈・清掃ボ

ランティアが12月20日「沖
縄一条園」で行われた。こ

の日はあいにく小雨が断続的に降りしきる悪天候の中、47人が参加して草刈から後片付けに至
るまで約２時間にわたって作業を行った。知念良道養護課長は「悪天候にもかかわらず、シル

バーの皆さんに施設をくまなくきれいにして頂きました。これで気持ちよく良い正月が迎えら

れます」とシルバー皆さんの労をねぎらうとともに感謝した。この日参加した公園草刈班は、
平良好市グループ・諸喜田茂一グループ・又吉健二グループの皆さん。

年 末 恒 例 の 草 刈 ・ 清 掃 作 業
沖 縄 一 条 園 が 感 謝

令
和
元
年
11
月
に
「
自
治
会
等
地
縁
に

よ
る
団
体
功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
」
と
し

て
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員
で
美
東
・
東
中
校

地
区
の
永
山
盛
広
さ
ん
（
倉
浜
衛
生
施
設

組
合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
就
業
）
が
選

ば
れ
た
。
表
彰
伝
達
式
が
12
月
20
日
、
沖

縄
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
桑
江
朝
千
夫
市

長
が
手
渡
し
、
関
係
者
が
花
束
を
贈
っ
て

祝
っ
た
。
桑
江
市
長
は
「
地
域
の
ま
と
め

役
と
し
て
福
祉
や
防
災
な
ど
先
頭
に
立
っ

て
活
躍
し
た
。
今
後
も
一
層
の
活
躍
を
願

う
」
と
祝
辞
。
永
山
さ
ん
は
「
ま
す
ま
す

努
力
し
、
自
治
会
と
地
域
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
今
回
の
大
臣
表
彰
は
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
活
動
に
尽
力
し
た
人
た
ち
に
授
与
さ
れ
、

永
山
さ
ん
は
東
桃
原
自
治
会
長
を
19
年
務
め
た
。

永山盛広さんが受賞
団体功労者総務大臣表彰



（第１５４号） 公益社団法人沖縄市シルバー人材センター 令和２年２月５日（６)

健

康

講

話

老
年
症
候
群
を
ご
存
知
で
す
か
？

～
予
防
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
～

高
齢
者
の
人
口
比
率
が
７
％
を
超
え
る
と
高
齢
化
社
会
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
平
成
29
年
現
在
、
27
・
7
％
に
達
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
「
超
高
齢
社
会
」
へ
と
、
世
界
で
も
類
を
見
な

い
速
さ
で
進
み
、
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
老
化
に
よ
る
認
知
症
・
転
倒
・
失
禁
・
低
栄
養

な
ど
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
「
老
年
症
候
群
」
と
い
う
の
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

中

部
徳
洲
会
病

院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

川
崎
達
哉
理
学
療
法
士

日本人の介護原因順位

第１位 脳血管疾患（脳

卒中）

第６位 心疾患

第７位 パーキンソン病

第８位 糖尿病

第９位 呼吸器疾患

第10位 悪性新生物

様々な環境の変化に臨機応変に対応

できなくなる

イオンライカムで行われた

中部徳洲会病院による川崎

達哉理学療法士の講話より

無

事

故

記

録

令
和
元
年
12
月
17
日
～

２
年
２
月
24
日
現
在

38日

第２位 認知症

第３位 高齢による衰
弱（体力低下）

第４位 関節疾患（関

節の痛み）

第５位 転倒・骨折

老年症候群

生
活
環
境
の
変
化
・
身
体
機
能

の
低
下
・
心
身
に
現
れ
る
変
化

子育ての終了 役割の消失 自身・配

偶者の退職

入院・退院親族や友人との死別・離別

人間関係の縮小 居場所の喪失

外へ出る機会が減る 老いの自覚 健

康の不安 施設入所 経済力の低下

老年症候群とは

老年症候群の背景…

対処方法は運動

老年症候群へ

の運動の効果

老化における生理的特徴

■筋トレによる筋肥大・

筋力向上効果

■転倒・骨折の減少

■筋トレによる除痛・

生活機能向上効果

■認知機能や脳容積を

改善

■骨盤底筋群の体操効果

■呼吸の息切れ改善効果

■運動器系の変化（関節変

形、骨・筋萎縮）

■循環器系の変化（造血機

能の低下、血管の動脈硬

化、起立性低血圧）

■呼吸器系の変化（肺・の

ど機能の低下）

■消化器系の変化（胃酸・

唾液減少、歯の欠損、胃

腸の運動低下、肝機能の

低下）

■脳神経系の変化（脳神経

細胞の減少）

■感覚器系の変化（平衡感

覚の衰え、視覚・嗅覚・

味覚・聴覚の低下）

要介護となった原

因は老年症候群に関

連したものである

老年症候群は、運

動による効果が認め

られている

予防のために必要

なことは、運動習慣

を持つことが大切

配
分
金
支
払
証
明
書
の

受
け
取
り
に
つ
い

て

所
得
税
申
告
等
に
必
要
な

「
平
成
31
年
分

配
分
金
支
払
証
明
書
」

は
事
務
局
に
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

～

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

～

「
事
故
防
止
、
急
ぐ
な
、

あ
せ
る
な
、
気
を
抜
く
な
」

加齢による機能低下と時に様々

な疾患の重複が存在することによ

り、日常生活活動が低下する状態

で認知症・転倒・失禁・低栄養な

どである

※定義は完全には確立していない

■明確な疾病ではない（「年のせ

い」とされる）

■症状が致命的ではない（「生活

上の不具合」とされる）

■日常生活への障害が初期には小

さい（本人にも自覚がない）
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シルバー人材センターで得た配分金収入（雑所得）に対する所得税の取扱いは、次の通りとなります。

【例 1】センターからの配分金以外に所得税の対象となる所得が全くない会員（65歳未満）の場合

配分金額80万円（年間）－必要経費控除（特例）65万円－基礎控除38万円＝所得課税≦０

この場合、税務署への確定申告は不要となりますが、市県民税の申告は必ず行ってください。

【例 2】センターからの配分金以外に他の公的年金等を受給している会員（65歳以上）の場合

［配分金－必要経費控除（特例）65万円＋（公的年金等－公的年金等控除）]

－［（基礎控除38万円＋その他の所得控除）]×適用税率＝所得税額

（注）上記2例中（必要経費控除）の額については、配分金が65万円未満の場合はその配分金相当額とな

ります。

なお、配分金・公的年金以外の「雑所得」、「事業所得」、又は「給与所得」のある方については、

例1、例2の取扱いとは異なりますので、最寄りの税務署にお問合わせ下さい。

☆ 公的年金控除の計算

センターに加入している会員の方々には公的年金を受給している人も多いと思われますが、公的年金

等も所得税法上は雑所得となります。

☆ 公的年金等の収入に対する控除額は下記の通りです。

◎ 65歳未満の人（昭和30年1月2日以降生まれた人） ◎ 65歳以上の人（昭和30年1月1日以前生まれた人）

配分金収入等に対する所得税の取り扱いについて

公的年金等の収入額 公的年金 等控除額

70万円超130万円未満 70万円

130万円～410万円未満 年金収入×0.75-37.5万円

410万円～770万円未満 年金収入×0.85-78.5万円

770万円～ 年金収入×0.95-155.5万円

公的年金等の収入額 公的年金 等控除額

120万円超330万円未満 120万円

330万円～410万円未満 年金収入×0.75-37.5万円

410万円～770万円未満 年金収入×0.85-78.5万円

770万円～ 年金収入×0.95-155.5万円

＊ 年金所得者の申告手続きが簡素化されます＊

その年において公的年金等に係る雑所得を有する居住者で、その年中の公的年金等の収入金

額が400万円以下であり、かつ、その年分の公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以

下である場合には、その年分の所得税について確定申告を提出することを要しないこととされ

ました。ただし、この場合でも住民税の申告は必要です。

今
年
度
３
件
目
の
損
害
事
故

刈
払
機
の
飛
び
石
が
リ
ヤ
ガ
ラ
ス
に

＊

事
故
内
容

刈
払
機
使
用
中
の
飛
び
石
事
故

＊

発
生
日
時

令
和
元
年
12
月
16
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
頃

＊

発
生
場
所

就
業
現
場
で
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地

内
の
居
住
者
専
用
駐
車
場

＊

事
故
状
況

草
刈
り
、
剪
定
作
業
を
終
え
依
頼
主

の
確
認
後
に
作
業
終
了
。
当
日
は
事
故
に
気
付
か
ず
翌

日
に
依
頼
主
か
ら
、
駐
車
車
両
の
リ
ヤ
ガ
ラ
ス
が
破
損

し
て
い
る
旨
の
連
絡
が
入
る
。
２
日
後
の
18
日
、
当
該

作
業
会
員
５
人
を
現
場
に
招
集
し
、
作
業
手
順
や
作
業

状
況
な
ど
を
検
証
し
た
結
果
、
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
場

所
と
作
業
位
置
が
適
切
で
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

＊

事
故
原
因

作
業
時
は
事
前
に
車
両
の
移
動
を
お

願
い
す
る
が
、
そ
れ
で
も
移
動
さ
れ
て
い
な
い
車
両
が

あ
る
場
所
で
は
、
手
作
業
に
よ
る
か
若
し
く
は
作
業
を

行
わ
な
い
と
い
う
指
導
を
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
守
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
事
故
の
原
因
。

＊

事
故
後
の
対
応

招
集
当
日
、
就
業
現
場
で
緊
急

の
検
証
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。

Ｋ
Ｙ
チ
ェ
ッ
ク
の
重
要
性
、
作
業

範
囲
や
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど

事
故
防
止
対
策
の
徹
底
を
再
確
認

し
た
。

＊

再
発
防
止
対
策

各
就
業
現
場

に
お
い
て
事
故
発
生
の
報
告
。
リ
ー

ダ
ー
会
議
に
て
、
事
故
の
状
況
説

明
及
び
事
故
防
止
対
策
の
徹
底
実

施
を
行
う
。
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昨
年
末
か
ら
ト
ゥ
ン
ジ
ー
ビ
ー
サ
ー
が

な
く
季
節
外
れ
の
夏
日
が
続
い
た
か
と
思

う
と
、
早
く
も
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が
開
花
。

年
が
明
け
る
と
、
ム
ー
チ
ー
ビ
ー
サ
ー
も

な
く
記
録
的
な
超
暖
冬
の
よ
う
だ
。
昨
年

の
首
里
城
火
災
か
ら
一
転
、
今
年
は
４
年

に
１
度
の
閏
年
と
と
も
に
五
輪
イ
ヤ
ー
と

い
う
明
る
い
年
と
思
い
き
や
新
年
早
々
、

豚
コ
レ
ラ
菌
感
染
騒
ぎ
で
災
難
続
き
で
あ

る
。そ

ん
な
中
、
セ
ン
タ
ー
で
は
年
頭
の
安

全
祈
願
祭
で
無
事
故
を
祈
願
。
安
全
就
業
、

健
康
で
平
穏
な
日
々
を
過
ご
し
た
い
も
の

で
あ
る
。
暖
冬
と
は
い
え
、
風
邪
・
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
留
意
が
必
要
。
県
は
、

す
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
警
報
を
発

◇２月の予定◇

・
10
日
（
月
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
21
日
（
金
）
午
前
10
時

第
11
回
理
事
会

・
27
日
（
木
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

東
條

正
躬

大
城

博

編

集

後

記


